
　

災
害
は
、
わ
が
国
が
乗
り
越
え
る
べ

き
最
大
の
危
機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
近

年
、
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
と
も
に

激
甚
化
し
て
お
り
、
災
害
は
特
に
脆
弱

な
高
齢
者
を
襲
う
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
〜
９
ク
ラ
ス
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
、
30
年
以
内
に
70
〜
80
％
の
確
率
で

起
き
る
と
さ
れ
１
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
の
30
年
以

内
の
発
生
確
率
は
70
％
で
あ
る
２
。
全

国
の
市
町
村
の
97
％
は
、
河
川
の
氾
濫

な
ど
の
水
害
を
10
年
間
で
経
験
し
て
お

り
３
、
風
水
害
は
、
近
年
特
に
激
甚
化

し
て
い
る
４
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
は
じ
め
、
新
興
・
再
興
感
染
症
の
リ

ス
ク
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
５
。
地
震
、

風
水
害
、
火
災
や
感
染
症
に
よ
る
死
亡

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
一
般
人

口
の
高
齢
者
割
合
よ
り
高
く
、
高
齢
者

は
こ
れ
ら
の
災
害
に
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
６
。

　

超
高
齢
社
会
で
あ
る
わ
が
国
は
、
今

後
直
面
す
る
災
害
の
影
響
を
最
小
化
す

る
た
め
に
、
地
域
の
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
（resilience

）
と
は
、
日
本

学
術
会
議
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
委

員
会
の
分
科
会
で
は
、「
想
定
を
超
え

る
極
端
現
象
に
遭
遇
し
て
も
で
き
る
だ

け
平
常
の
営
み
を
損
な
わ
な
い
、
ま
た

仮
に
被
害
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も

そ
れ
を
極
力
抑
え
、
さ
ら
に
は
被
害
を

乗
り
越
え
復
活
す
る
力
」
と
定
義
し
て

い
る
７
。
ま
た
、
地
震
に
関
す
る
地
域

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
要
素
と
し
て
、
国
際

的
に
は
、
機
能
停
止
確
率
の
低
減
、
機

能
停
止
に
よ
る
帰
結
の
低
減
と
回
復
時

間
の
短
縮
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
８
。「
病

院
の
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
は
、「
重

要
な
病
院
機
能
を
維
持
し
、
元
の
状
態

へ
戻
る
か
新
し
い
状
態
へ
適
応
す
る
か

を
し
な
が
ら
、
災
害
に
立
ち
向
か
い
、

影
響
を
吸
収
し
、
対
応
す
る
病
院
の
能

力
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て

い
る
９
。

　

地
域
の
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め

る
た
め
の
医
療
拠
点
の
役
割
は
、
わ
が

国
で
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に
認
識
さ
れ
、
災
害
医
療

の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
第
１

に
１
９
９
６
年
に
創
設
さ
れ
た
災
害
拠

点
病
院
（
注
１
参
照
）
で
あ
る
。
た
だ

し
、北
海
道
胆
振
東
部
地
震（
２
０
１
８

年
）
で
道
内
の
す
べ
て
の
災
害
拠
点
病

院
が
停
電
し
、
救
急
な
ど
の
外
来
を
停

止
し
た
医
療
機
関
も
多
数
発
生
す
る
と

い
う
経
験
を
し
た
10
、
11
。
冷
水
式
の

自
家
発
電
機
に
よ
る
発
電
に
は
大
量
の

冷
却
水
が
必
要
で
あ
り
、
発
電
の
た
め

の
重
油
の
確
保
と
補
給
の
た
め
に
は
、

道
路
の
復
旧
も
必
要
で
あ
る
12
。
そ
の

た
め
災
害
拠
点
病
院
の
要
件
は
、

２
０
１
９
年
７
月
の
改
定
で
、
一
定
の

水
の
確
保
と
電
力
系
統
の
整
備
の
基
準

が
厳
格
に
な
っ
た
13
。
ま
た
、
災
害
拠

点
病
院
で
は
、
事
業
継
続
計
画

（B
usiness C

ontinuity P
lan: 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

（
注
２
参
照
）
の
策
定
が
２
０
１
９
年

　
山
口
道
利
1
・
馬
欣
欣

地域の災害レジリエンスの
強化に寄与する医療拠点機能

伊藤弘人1、2　  野口英一2、3　有賀 徹1、2

は
じ
め
に

1

1 独立行政法人 労働者健康安全機構
2 一般社団法人 Healthcare BCP コンソーシアム
3 戸田中央医科グループ

� 社会保険旬報　No.2800  2020. 11. 1 2020

p20-27_論評_災害レジエンス強化.indd   20 20/10/27   19:30



こ
れ
ま
で
の
到
達
点
を
ま
と
め
、
そ
の

枠
組
み
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
医
療

拠
点
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の
評
価
基
準

を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴
検
討
会
議
の
組
織

　

病
院
評
価
事
業
に
携
わ
る
専
門
家
に

よ
る
検
討
は
、
一
般
社
団
法
人 

H
ealthcare B

C
P

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
「
地
域
に
お
け
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｂ
Ｃ

Ｐ
第
三
者
評
価
基
準
検
討
分
科
会
」
と

し
て
行
わ
れ
た
。H

ealthcare B
C

P

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
実
効
性
の
あ
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
災
害

医
療
の
先
駆
け
と
な
る
べ
く
活
動
を
続

け
て
い
る
団
体
で
あ
る
６
、
12
、
17
ー
19
。

分
科
会
メ
ン
バ
ー
は
表
１
の
通
り
で
、

２
０
１
９
年
２
月
20
日
、
３
月
26
日
、

４
月
19
日
、
５
月
９
日
、
７
月
10
日
、

10
月
15
日
、
12
月
27
日
、
２
０
２
０
年

１
月
10
日
に
検
討
会
議
を
実
施
し
た
。

な
お
、
拠
点
医
療
機
能
の
基
準
に
関
す

る
実
行
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
労
働
者

健
康
安
全
機
構
の
組
織
で
あ
る
労
災
病

院
に
お
い
て
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
形
式
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
（
２
０
１
９
年
7

月
10
日
東
京
労
災
病
院
、
10
月
15
日
関

方
　
法	

2

東
労
災
病
院
）６
、17
。

⑵
既
存
の
機
能
評
価
基
準
の
抽
出

　

検
討
会
議
で
は
、
最
初
に
、
わ
が
国

お
い
て
全
国
規
模
で
進
め
ら
れ
て
い
る

既
存
の
機
能
評
価
活
動
に
お
け
る
災
害

医
療
拠
点
の
基
準
を
整
理
し
た
。
検
討

の
結
果
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
る
基
準
と
し

て
、
次
の
４
つ
が
抽
出
さ
れ
た
。

①
災
害
拠
点
病
院
の
要
件
（
厚
生
労
働

省
）13
、14

②
災
害
拠
点
病
院
で
義
務
化
さ
れ
た
事

業
継
続
計
画
の
モ
デ
ル
20

③ 

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
評
価

基
準
21

④
日
本
政
策
投
資
銀
行
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
融

資
の
た
め
の
評
価
基
準（
注
４
参
照
）22

　

災
害
拠
点
病
院
の
要
件
と
事
業
継
続

計
画
は
、
災
害
拠
点
病
院
が
満
た
す
べ

き
「
必
須
要
件
」
で
あ
り
、
日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
の
評
価
基
準
は
、
あ
る

べ
き
姿
を
示
す
「
推
奨
要
件
」、
日
本

政
策
投
資
銀
行
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
融
資
の
た

め
の
評
価
基
準
は
「
融
資
要
件
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
各
基
準
の
目
的
は
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
ど
の
基

準
も
第
三
者
に
よ
り
確
認
で
き
る
一
定

表１　地域におけるヘルスケア BCP 第三者評価基準検討分科会メンバー（五十音順） 度
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
14
な
ど
、
災
害

拠
点
病
院
の
機
能
の
強
化
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　

地
域
の
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め

る
た
め
に
整
備
さ
れ
て
き
た
第
２
の
仕

組
み
に
、
災
害
保
健
医
療
チ
ー
ム
が
あ

る（
注
３
参
照
）。
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
（D

isaster M
edical A

ssistance 

有賀　  徹  独立行政法人 労働者健康安全機構 理事長
伊藤  弘人  独立行政法人 労働者健康安全機構 本部研究ディレクター
小倉  裕二  公益財団法人 日本医療機能評価機構評価事業審査部　副部長
野口  英一  戸田中央医科グループ 災害対策特別顧問
長谷川仁志 株式会社 i4 ｈ Corporation  代表取締役
林     宗博  日本赤十字社医療センター 救急科部長・救命救急センター長
蛭間  芳樹  株式会社 日本政策投資銀行 サステナビリティ企画部ＢＣＭ格付 主幹
牧　  賢郎  日本赤十字社医療センター 医師
鷺坂  彰吾  日本赤十字社医療センター 医師
吉池  昭一  社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 救命救急センター長

T
eam

: 

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
が
編
成
さ

れ
、
新
潟
中
越
地
震
（
２
０
０
４

年
）
へ
派
遣
さ
れ
て
以
来
、
災
害

時
に
被
災
域
外
か
ら
の
支
援
に
よ

り
、
被
災
地
域
で
低
下
す
る
医
療

機
能
と
増
大
す
る
災
害
医
療
ニ
ー

ズ
を
受
け
止
め
て
き
た
15
。
大
規

模
災
害
を
経
験
す
る
ご
と
に
多
様

な
災
害
保
健
医
療
チ
ー
ム
が
創
設

さ
れ
、
被
災
後
の
フ
ェ
ー
ズ
に
応

じ
て
各
チ
ー
ム
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
い
く
災
害
医
療
の
「
積
木
構

造
」16

が
精
緻
化
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
災
害
拠
点
病
院
の
要
件
に

は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
編
成
・
派
遣
の

体
制
と
、
被
災
時
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に

よ
る
受
援
体
制
の
整
備
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　

筆
者
は
、
以
上
の
災
害
医
療
に

加
え
災
害
時
の
医
療
拠
点
に
は
、

日
常
診
療
に
お
い
て
地
域
の
災
害

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
役
割
が

あ
る
と
考
え
、
病
院
評
価
事
業
に

携
わ
る
専
門
家
と
の
議
論
を
重
ね

て
き
た
６
、
17
。
本
論
の
目
的
は
、

論評
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さ
ら
に
検
討
会
議
で
は
、
独
立
行
政

法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
東
京
労

災
病
院
と
関
東
労
災
病
院
に
お
い
て
、

開
発
し
た
基
準
（version 1.0

）
を
用

い
た
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
そ
の
目

的
は
、
評
価
基
準
の
妥
当
性
・
実
施
可

能
性
を
病
院
側
の
協
力
の
も
と
で
議
論

す
る
と
と
も
に
、
病
院
側
に
現
状
を
振

り
返
る
機
会
（
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
）
を
提

供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
意
見
交
換
の
結

果
に
基
づ
き
評
価
基
準
を
改
定
し
た

（V
ersion 2.0

）。

⑴
既
存
の
機
能
評
価
に
お
け
る
基
準
の

要
素
の
分
類

　

対
象
と
し
た
既
存
の
機
能
評
価
の
基

準
の
要
素
を
、
①
病
院
づ
く
り
、
②
受

援
体
制
づ
く
り
、
お
よ
び
③
地
域
づ
く

り
の
観
点
か
ら
整
理
・
分
類
し
た
結
果

を
表
２
に
示
す
。

　

病
院
づ
く
り
は
、
す
べ
て
の
機
能
評

価
基
準
に
、詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
た
。

受
援
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
災
害

拠
点
病
院
お
よ
び
病
院
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
い

て
詳
述
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
地
域
づ

く
り
に
関
し
て
は
、
日
本
政
策
投
資
銀

行
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
の
基
準
に
の
み
記
載
が

結
　
果

3

派
遣
支
援
で
あ
れ
、
機
動
力
の
あ
る
災

害
医
療
体
制
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら

は
、「
病
院
づ
く
り
」
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
受
援
体
制
づ
く
り
」

は
院
外
か
ら
の
支
援
の
受
け
入
れ
の
整

備
を
意
味
す
る
。
近
年
の
災
害
で
の
災

害
医
療
支
援
の
経
験
か
ら
、
被
災
地
の

受
け
入
れ
体
制
に
よ
っ
て
、
派
遣
さ
れ

た
災
害
医
療
チ
ー
ム
の
働
き
が
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
平
時
か
ら
の

訓
練
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
③
地
域
づ
く
り
は
、
国
内
外

に
お
い
て
比
較
的
に
新
し
い
観
点
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
（
２
０
０
１
年
）
や
ハ

リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
（
２
０
０
５

年
）
な
ど
を
経
験
し
、
災
害
対
策
を
地

域
医
療
連
携
（
介
護
を
含
む
）
の
中
へ

組
み
込
む
動
向
が
進
ん
で
い
る
。
災
害

に
対
す
る
医
療
体
制
の
備
え
に
関
す
る

連
邦
政
府
唯
一
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

病

院

災

害

対

策
（H

ospital 
P

reparedness P
rogram

)

は
、

２
０
０
２
年
当
初
は
各
病
院
内
の
災
害

対
応
能
力
を
強
化
す
る
整
備
事
業
と
し

て
始
ま
っ
た
。
し
か
し
一
定
の
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
２
０
１
２
年
か
ら

は
地
域
の
医
療
関
連
組
織
と
の
連
携

の
客
観
性
を
有
し
て
い
る
基
準
で
あ

り
、
検
討
会
議
で
は
災
害
医
療
拠
点
の

機
能
を
検
討
す
る
対
象
と
し
て
妥
当
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

⑶
機
能
評
価
基
準
の
分
類

　

次
に
、
検
討
会
議
で
は
、
抽
出
し
た

機
能
評
価
基
準
の
要
素
を
、「
災
害
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
類

し
た
。「
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
の
観

点
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
外
で
の
知

見
８
、９
、23
ー
27
か
ら
、
①
病
院
づ
く
り
、

②
受
援
体
制
づ
く
り
、
③
地
域
づ
く
り

に
整
理
し
て
評
価
し
た
。
評
価
は
、「
詳

し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
（
◎
）」、「
記

載
が
あ
る
（
〇
）」、
お
よ
び
「
記
載
が

な
い
（
−
）」
の
３
段
階
で
行
っ
た
。

　

最
初
の
①
病
院
づ
く
り
と
②
受
援
体

制
づ
く
り
は
、
病
院
に
よ
る
災
害
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
強
化
の
従
来
か
ら
の
観
点
で

あ
る
。
地
震
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
８
に
よ
る
と
、
被
災
に

よ
る
影
響
を
最
小
に
す
る
た
め
の
病
院

の
耐
震
化
や
水
・
燃
料
の
備
蓄
な
ど
は
、

「
病
院
づ
く
り
」と
考
え
ら
れ
る
。阪
神
・

淡
路
大
震
災
以
降
、
災
害
医
療
体
制
が

整
備
さ
れ
て
き
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
災

害
保
健
医
療
チ
ー
ム
の
編
成
も
、
自
院

の
被
災
で
あ
れ
、
他
地
域
の
病
院
へ
の

（healthcare coalition

）
の
強
化
に

焦
点
が
移
り
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
地

域
で
の
連
携
加
盟
率
を
目
標
と
し
て
い

る
23
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

の
チ
ー
ム
は
、ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ

の
経
験
か
ら
地
域
の
ヘ
ル
ス
セ
ク
タ
ー

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
発
表
24

す
る
と
と
も
に
、

２
０
１
８
年
の
災
害
対
策
関
連
法
の
再

可
決
に
際
し
て
、
今
後
必
要
な
観
点
と

内
容
と
し
て
、
地
域
で
の
医
療
関
連
組

織
と
の
連
携
の
重
要
性
を
強
調
す
る
提

言
を
ま
と
め
て
い
る
25
。
わ
が
国
で
は
、

河
田
が
地
域
の
予
防
力
・
回
復
力
を
高

め
る
と
い
う
観
点
か
ら「
地
域
づ
く
り
」

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
26
。

⑷
評
価
基
準
の
開
発
と
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
の
改
定

　

以
上
の
プ
ロ
セ
ス
で
の
意
見
交
換
を

ベ
ー
ス
に
、
検
討
会
議
で
は
、
地
域
の

災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
寄
与
す
る

医
療
拠
点
機
能
を
評
価
す
る
基
準
案
を

開
発
し
た
。
作
成
に
際
し
て
は
、
国
内

外
の
動
向
23
ー
26

を
踏
ま
え
、
地
域
の

災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
に
資
す
る

医
療
拠
点
の
観
点
を
模
式
化
す
る
と
と

も
に
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
評

価
基
準
の
作
成
を
目
指
し
た
。
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⑵
地
域
の
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化

に
資
す
る
医
療
拠
点
の
観
点
を
模
式
化

　

以
上
の
整
理
を
、
国
際
的
に
理
解
さ

れ
て
い
る
模
式
図
８
、９
、
お
よ
び
わ
が

国
で
の
経
験
26
を
ベ
ー
ス
に
図
１
に
概

念
的
な
枠
組
み
に
ま
と
め
た
。
被
災
時

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
地
区
／
地
域

防
災
に
お
け
る
共
助
」
お
よ
び
「
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
／
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。

に
は
、
病
院
の
機
能
は
低
下
す
る
一
方

で
、
地
域
の
被
災
者
へ
の
医
療
ニ
ー
ズ

が
急
増
す
る
。
こ
の
急
増
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
に
、
病
院
の
基

盤
を
整
備
し
て
、
災
害
医
療
チ
ー
ム
を

組
織
し
（
病
院
づ
く
り
）、
さ
ら
に
他

地
域
か
ら
派
遣
さ
れ
る
災
害
医
療
チ
ー

ム
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め

の
体
制
の
整
備
（
受
援
体
制
づ
く
り
）

が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
被
災
時
に

病
院
機
能
を
早
期
に
回
復
し
、
地
域
の

医
療
供
給
体
制
で
は
医
療
ニ
ー
ズ
が
充

足
で
き
な
い
期
間
を
短
く
す
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
地
域
の
予
防
力
・
回
復

力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
（
地
域
づ

く
り
）
が
求
め
ら
れ
る
。

⑶
評
価
基
準
（version 2.1

）

　

こ
の
概
念
図
に
基
づ
く
と
、
わ
が
国

に
存
在
す
る
医
療
拠
点
に
関
す
る
評
価

基
準
に
は
、「
地
域
づ
く
り
」
の
観
点

か
ら
の
体
系
的
な
整
備
が
十
分
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。そ
こ
で
、

検
討
会
議
で
は
、「
地
域
づ
く
り
」
の

観
点
を
軸
と
し
た
評
価
基
準
（
案
）
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
東
京
労
災
病
院

お
よ
び
関
東
労
災
病
院
に
集
合
し
、
病

院
幹
部
の
参
画
の
下
で
、
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
形
式
で
の
意
見
交
換
を
実
施
し

表２　災害レジリエンスのタイプと特徴

観点 補足的説明 拠点 A BCPB 機構 C DBJD

① 病院づくり（圏域外
への医療支援を含む）

1災害への抵抗と影響の吸収、
2本質的な機能の維持、そして
3災害前の状態への回復のための病院の備え9

◎ ◎ ◎ ◎

② 受援体制づくり
医療ニーズを満たすための外部からの派遣支
援への受け入れ

◎ ◎ 〇 −

③ 地域づくり
地域の予防力・回復力24 を高めるための病院
の備え

− − − 〇

A：災害拠点病院（厚生労働省）13、14 B：病院 BCP（事業継続計画）20 C：日本医療機能評価機構21

D：日本政策投資銀行 BCM 格付22

◎：詳しく記載されている　　〇：記載がある　　　−：記載がない

図 1　病院からみた災害レジエンス

0％
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ル
ー
プ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
低
く
、
医

療
救
護
施
設
の
整
備
は
不
十
分
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
24
。
超
高
齢

社
会
で
あ
る
わ
が
国
で
は
、
高
齢
者
が

災
害
に
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
６
。
来
院
者

へ
の
医
療
支
援
を
中
心
と
す
る
「
病
院

づ
く
り
」
と
「
受
援
体
制
づ
く
り
」
の

観
点
か
ら
で
は
、
来
院
に
至
る
前
に
起

き
る
、
こ
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
は
十

分
と
は
い
え
な
い
。
地
域
で
生
活
す
る

高
齢
者
を
念
頭
に
お
き
、
医
療
拠
点
が

災
害
に
強
い
「
地
域
づ
く
り
」
に
関
与

し
、
災
害
時
の
地
域
全
体
で
の
医
療
機

能
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

開
発
し
た
評
価
基
準
は
、「
地
域
づ

く
り
」
へ
の
医
療
拠
点
の
役
割
を
、
３

層
で
示
し
て
い
る
。
領
域
１
で
は
、
医

療
拠
点
が
自
院
の
圏
域
を
把
握
し
な
が

ら
、
院
内
の
災
害
対
策
を
整
備
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
領
域
２
は
、
拠
点
医

た
（
写
真
）。

　

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
の
意
見
交
換
に
基

づ
き
、
検
討
会
議
で
は
さ
ら
に
議
論
を

重
ね
て
評
価
項
目
を
改
定
し
た
。
表
３

に
、現
行
の
評
価
基
準
（version 2.1

）

の
概
要
を
示
す
。
第
１
領
域
で
は
病
院

内
の
体
制
を
、
第
２
領
域
で
は
、
病
院

が
地
域
の
医
療
・
介
護
組
織
へ
、
災
害

へ
の
備
え
の
重
要
性
に
関
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
を
、
第

３
領
域
で
は
、
病
院
が
さ
ら
に
広
く
地

域
の
関
連
組
織
と
防
災
力
向
上
に
関
し

て
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
構

造
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
報
告
で
は
、
地
域
の
災
害
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
強
化
に
寄
与
す
る
医
療
拠
点
機

能
の
基
準
を
、
既
存
の
医
療
機
能
評
価

を
整
理
し
た
上
で
開
発
し
、
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
形
式
で
の
病
院
と
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
て
改
定
し
た
。
国
内
外
の
先

行
研
究
で
は
、
病
院
づ
く
り
と
受
援
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
の
蓄
積
は
多
い
８
、

９
、
15
、
27

も
の
の
、
地
域
づ
く
り
の
観

点
か
ら
の
評
価
基
準
は
限
ら
れ
て
い

る
12
、23
ー
26
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
脆
弱
な
住
民
グ

考
　
察

4

療
機
関
に
よ
る
、
圏
域
内
の
医
療
・
介

護
組
織
へ
の
災
害
対
策
へ
の
働
き
か
け

を
評
価
す
る
。
た
と
え
ば
、
和
歌
山
ろ

う
さ
い
病
院
が
実
施
し
て
い
る
、
圏
域

の
介
護
施
設
や
福
祉
施
設
に
対
す
る
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
感
染
管
理
の
訪
問
研
修
28
は
、
こ
の

領
域
の
モ
デ
ル
事
例
で
あ
る
。
第
３
領

域
で
は
、
拠
点
医
療
機
関
が
、
基
層
と

し
て
の
地
域
の
組
織
へ
の
防
災
力
向
上

表３　評価項目概要（2020 年版 , version 2.1）*

1　病院としての機能存続と地域におけるリーダーシップ
1.1 災害への備えを進めるための組織体制が充実している
1.2 病院機能の存続計画（業務継続計画）の実効性が担保

されている
1.3 自院が対象とする圏域を把握している

2　災害への備えとしての「医療・介護連携」の推進支援
2.1 圏域内の「医療・介護連携」の強化を促すための院内

体制が構築されている     
2.2 圏域内の医療関連団体との連携の機会を活用し、災害

への備えに関して啓発している
2.3 医療介護組織が主体的に災害医療について啓発する活

動を支援している
3　地域における防災力の向上への支援

3.1 地域防災力の向上へのリーダーシップが発揮されるた
めの院内体制の構築

3.2 日頃関係のある組織との連携状況
3.3 日頃関係の薄い組織との連携状況

 *表には、２桁項目までを示す（実際は３階層で３桁項目が
存在）6, 19

令和元年東日本台風（2019 年 10 月）の直後に開催され
た関東労災病院でのピアレビュー
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支
援
を
評
価
す
る
。
和
歌
山
ろ
う
さ
い

病
院
が
保
育
園
や
幼
稚
園
・
小
学
校
へ

訪
問
研
修
す
る
こ
と
28
や
、
東
京
労
災

病
院
が
羽
田
空
港
の
災
害
訓
練
に
参
画

す
る
こ
と
17
は
、
基
層
へ
の
働
き
か
け

の
好
事
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
日

頃
か
ら
地
域
連
携
を
強
化
し
て
い
る
病

院
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
本
評
価
事

業
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
日
常
の
何
気

な
い
取
り
組
み
を
地
域
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
医
療
拠
点
機
能
の
要
素
と
し

て
再
認
識
・
再
構
築
す
る
機
会
と
な
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

本
論
で
開
発
し
た
基
準
は
、「
あ
る

べ
き
姿
」
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
準
で

あ
り
、
実
際
の
病
院
が
地
域
づ
く
り
に

寄
与
す
る
程
度
の
測
定
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
複
数
の
病
院

で
実
施
し
た
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
形
式
で
の

意
見
交
換
で
一
定
の
実
施
可
能
性
を
確

認
し
て
い
る
。
現
行
の
基
準
は
、
有
志

の
病
院
と
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
等
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る

基
準
に
改
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
地
域
の
災
害
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
強
化
に
寄
与
す
る
医
療
拠
点
機
能

を
、
国
内
外
の
動
向
か
ら
「
病
院
づ
く

り
」「
受
援
体
制
づ
く
り
」
と
「
地
域

づ
く
り
」
に
整
理
し
、「
地
域
づ
く
り
」

の
観
点
か
ら
の
評
価
基
準
を
開
発
し

た
。
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
取
り
組
み

で
は
あ
る
も
の
の
、
本
基
準
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
医
療
拠
点

の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
備
え

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
診
療

を
通
し
た
「
地
域
づ
く
り
に
」
に
も
寄

与
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
謝
辞
】

　

本
論
の
一
部
は
、
２
０
１
９
年
に
開

催
さ
れ
た
第
22
回
日
本
臨
床
救
急
医
学

会
総
会
（
和
歌
山
）、
第
47
回
日
本
救

急
医
学
会
総
会
（
東
京
）、
ま
た

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
た
第
23
回
日

本
臨
床
救
急
医
学
会
総
会
（
東
京
）
で

発
表
し
た
。
本
原
稿
の
作
成
に
際
し
、

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
林
宗
博
セ
ン
タ
ー
長
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
企
画
部
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
の
蛭
間
芳
樹

主
幹
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
評
価

事
業
審
査
部
の
小
倉
裕
二
副
部
長
を
は

じ
め
、
一
般
社
団
法
人H

ealthcare 
B

C
P

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
助
言
を
受
け

た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　【
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（
利
益
相
反
）
の
開
示
】

　

本
稿
の
す
べ
て
の
著
者
に
は
規
定
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
な
い
。

【
注
釈
】

注
１　

災
害
拠
点
病
院

　

災
害
発
生
時
に
災
害
医
療
を
行
う
医

療
機
関
を
支
援
す
る
厚
生
労
働
省
が
指

定
す
る
病
院
で
あ
る
。
基
幹
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
は
各
都
道
府
県
に
原
則
1
か

所
以
上
、
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
は

二
次
医
療
圏
ご
と
に
原
則
1
か
所
以
上

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

受
け
て
実
施
さ
れ
た
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
と
し
た
災
害
医
療
体
制
の

あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
で
「
災
害

医
療
支
援
拠
点
病
院
」
の
設
置
が
提
言

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
る
形
で
１
９
９
６

年
に
厚
生
省
は
各
都
道
府
県
知
事
宛
に

「
災
害
時
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療
体

制
の
充
実
強
化
つ
い
て
」を
発
出
し
た
。

第
５
次
医
療
法
改
正
に
よ
る
通
知
（
疾

病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
提
供
体
制
）

に
基
づ
き
、
都
道
府
県
は
４
疾
病
５
事

業
の
「
災
害
医
療
」
事
業
と
し
て
、
災

害
拠
点
病
院
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
医
療

計
画
の
策
定
が
２
０
０
８
年
以
降
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２
０
１
２
年
に

厚
生
労
働
省
は
「
災
害
時
に
お
け
る
医

療
体
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
を
発

出
し
、
そ
の
後
も
改
定
を
続
け
な
が
ら

災
害
拠
点
病
院
の
整
備
・
強
化
を
進
め

て
い
る
。

注
２　

事
業
継
続
計
画
（B

usiness 
C

ontinuity P
lan: 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

　

災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

と
き
に
、
組
織
の
損
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
事
業
の
継
続
や
復
旧
を
図
る
た
め

の
計
画
で
あ
る
。
事
業
存
続
計
画
と
も

い
う
。
事
業
継
続
計
画
は
、
企
業
の
み

な
ら
ず
、
自
治
体
な
ど
で
も
策
定
さ
れ

て
お
り
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
災
害

拠
点
病
院
で
の
策
定
が
義
務
化
さ
れ
て

い
る
。
事
業
継
続
計
画
を
策
定
し
、
運

用
し
、
継
続
的
に
改
善
す
る
活
動
は
、

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（B

usiness 
C

ontinuity M
anagem

ent: 

Ｂ
Ｃ
Ｍ
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

注
３　

災
害
保
健
医
療
チ
ー
ム

　

本
論
で
は
、
災
害
保
健
医
療
チ
ー
ム

を
、
災
害
時
に
被
災
地
を
支
援
す
る

チ
ー
ム
を
総
称
す
る
言
葉
と
し
て
操
作

的
に
定
義
し
た
。
２
０
０
４
年
か
ら
稼

働
し
て
い
る
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（D
isaster M

edical A
ssistance 

T
eam

: 

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）15
に
加
え
て
、
災
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